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扁桃の酸化還元系物質

-SH化合物と鉄との関連性について一
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・は　じ　め　に

扁桃の機能を解明する一助として,扁桃組織中の

酸化還元系物質をとりあげ,すでに著者わは, (1),

glutathioneおよびその他のSH化合物について1),

(2),稔鉄量, -ム鉄量およのF-ム鉄量について2),

検索を行うと同時に, (3), SH化合物とVitamin

cとの関連性についても検討し3),多くの共味ある成績

を報告して来たが,これらglutathione, Vitamin C

鉄は一体となって酸化還元系を形成しており,それ

らの存在は,細胞内エネルギー代謝を知る上で重要

である.

ここでは,同一扁桃組織について, SH化合物に

ついてはglutathioneの総量,還元型量,酸化型量,

総SH化合物量, glutathione以外のSH化合物量

を,鉄については総鉄量, -ム鉄量,非-ム鉄量を

測定・算出し,それぞれの関連性についての検討を

行った。

従来, glutathioneおよびSH化合物については,

中島4>,Portaa,相沢6)7), Zimmetォ),渡辺9) ,佐藤10)ら

の報告があり,また鉄については,橋本ら11}-13),良

田ら'ォ, Solischら15)16)の報告があるが,同一扁桃組

織についてglutathioneまたはSH化合物と鉄との

それぞれの各成分を定量的に検索し,それらの関連

性についての検討を行った報告は末だ見当らない。

実　験　材　料

実験材料としては,口蓋扁桃肥大症,急性扁桃炎,

扁桃周囲腰痛,慢性扁桃炎,病巣扁桃,腺様増殖症,

舌扁桃肥大症などの患者で,手術的療法により摘出

された口蓋扁桃34例,咽頭扁桃7例,舌扁桃5例の

計46例を用いた。

実　験　方　法

(A) glutathioneおよびSH化合物の測定

摘出された扁桃組織を摘出後ただちに細断し,メ

タ燐酸で除蛋白しながらteflon homogenizer　に

てhomogenate L, 60,000xG　にて60分間遠沈,

その上清について,以下の測定を行った。

なお,ただちに測定し得ない時には,その上清液

を凍結保存し,可及的速かに測定を行った。

1 , glutathioneの測定

glutathioneは還元型(以下"GSH〃　と略す)

と酸化型(以下"GSSG〃　と略す)に分けて,著者

らの改良考案した酵素光学的定量法1)17)18)にて測定

mm

2.総SH化合物(以下"TSH〝　と略す)の測定

TSHは, 5,5-dithio-bis-(nitrobenzoic acid)

(DTNB)法19)にて測定した。

3. glutathione以外のSH化合物(以下"RSH"

と略す)の算出

RSH -TSH-GSH

(B)鉄の測定

摘出された扁桃組織は,まず血液の混入をできる

だけ少なくするため,細断して0.25M蕉糖液にて充

分洗液したのち,実験に供した。

1.総鉄量(以下"TotalFe"と略す)の測定

Total Feは, bathophenanthroline法2)20)にて

測定した。

2.非-ム鉄量(以下"Non-heme Fe〝　と略す)

の測定

Non-heme Feは, 0-phenanthroline法2)21)に

て測定した。

3. -ム鉄呈(以下"Heme Fe〝　と略す)の算出

Heme Fe-Total Fe-Non-heme Fe

(C)相関係数の算出

相関系数は下記の公式22)にしたがい算出し,下記

の検定を行った23)
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垂回帰　y-&+βxi+β2X2

xi, Xz, yの3個の組よりなるデータ-をインプ

ットし,係数を求め,さらに(早)相関係数,偏相

関係数,重相関係数を求める。

胞*

Table 1. The levels of thiol compounds and irons in tonsils

T on silar T issu e

T h io l C o m p o un d ta g Iron (m g

T S H G S H G S S G T ota l F e H e m e F e N on-hem e Fe

P alatin e T o n sil

(34 c ases
96 .7±16 .2 68 .1±14 .5 3 .7±3一4 5 .43±2 .90 3 .24±2 .96 2 .18±1 .30

P ha ry ng e al T on sil

( 7 ca ses)
108 .9± 7 .7 77 .3± 9 .6 3 .9±4 .1 3 .40±0 .7 7 1 .9 1±0 .52 1 .4 9±0 一35

L in g u al T o n sil

( 5 cases) 8 7 .4±13 .4 59 .6± 8 .8 4 .6±3 .8 7 .58±4一20 5 .60±3 .93 1 .9 8±0 .73

実験成績ならびに考接

同一扁桃組織について,前記の実験方法により,

SH化合物と鉄の各成分を測定算出し,各症例の臨

床データ-を加えてまとめたのが別表で,これをも

とに種々の統計的処理を加え, SH化合物と鉄の各

成分の関連性を検討した。

I　各肩桃組織におけるSII化合物と鉄と

の関連性について

同一患者の各扁桃組織について, SH化合物につ

いてはTSH, GSH, GSSG　の含有量を,鉄につ

いてはTotal Fe, Heme Fe, Non-heme Fe　の

含有量を,それぞれ集計し,その平均値で表わした

のがTable lであるO

このデータ-を前報告1)2)を参照しながら検討し

てみると, SH化合物については, TSH　と　GSH

の含有量は,口蓋扁桃を中心に,咽頭扁桃に高く,

舌扁桃に低く, GSSGの含有量は,舌扁桃にや,義

く,前報告1)と同じ傾向を示したが,鉄については,

TotalFe　と　Heme Feの含有量は前報告2)と同

じく,口蓋扁桃を中心に,咽頭扁桃に低く,舌扁桃

に高いが, Non-heme Feの含有量は前報告とはや

や異なり,口蓋扁桃,舌扁桃がほぼ同じ水準で,咽

頭扁桃にや,少ない。

ここで, SH化合物と鉄の各成分の関連性を検討

してみると,

(1) TSH　と　Non-heme Fe　との関連性について

108
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a　口蓋扁桃における(早)相関γ-0.12910

b　咽頭扁桃における(早)相関γニー0.44334

C　舌扁桃における(早)相関γ--0.69907

と,各扁桃組軌こおいて,その相関は有意ではなか

am

(2) RSH　と　Non-heme Fe　との関連性について

a　口蓋扁桃における(早)相関r--0.10496

b　咽頭扁桃における(早)相関γ-0.50785

C　舌扁桃における(早)邦関r-0.13029

と,各扁桃組織において,その相関はやはり全て有

意ではなかった。

II　届桃組織における　Sfl化合物と鉄とその

患者年令の推移との関連性について

同一患者の口蓋扁桃について, SH化合物につい

てはTSH, GSH, GSSGの含有量を,鉄について

はTotal Fe, Heme Fe, Non-heme Feの含有量

を,その患者年令を15才以下の幼年群, 16-30才の

青年群, 31才以上の壮年群の三群に大別して,それ

ぞれ集計し,その平均値で示したのがTable　2で

um

まず個々の値についてみると, SH化合物につい

ては, TSH　の含有量が幼年群でや,高い値を示し,

前報告1)とはや,異なる傾向を示したが, GSH　と

GSSGの含有量は前報告1)と同様,三群間に大差

を認めなかった。また鉄については, TotalFe　と

Heme Fe　の含有量は青年群で低く, Non-heme

Fe　の含有量も青年群で低く,壮年群でや、多く,

前報告2)と同じ傾向を示した。

そこで,年令の推移とSH化合物と鉄の各成分

との関連性を検討してみた。

(1)年令を考慮に入れたTSH　と　Non-heme Fe

との偏相関係数を求めると

a.口蓋扁桃では, ㍗-0.15513

b.咽頭扁桃では, r--0.49815

C.舌扁桃では, γ--0.40028

と,各扁桃組織において,その相関は全て有意では

なかった。

(2)年令と　TSH　と　Non-heme Fe　との重相関係

数をを求めると

a.口蓋扁桃では, R-0.24158

b.咽頭扁桃では, R-0.36473

C.舌扁桃では　　R-0.85738

と,各扁桃組織において,全てその相関は有意では

なかった。

(3)年令を考慮に入れたRSH　と　Non-heme Fe

との偏相関係数は,

a・口蓋扁桃では, r--0.03249

b.咽頭扁桃では, γ-0.49406

C・舌扁桃では,　γ-0.69538

と,各扁桃組織において,全てその相関は有意では

なかった。

(4)年令と　RSH　と　Non-heme Fe　との墓相関係

数は,

a.口蓋扁桃では, R-0.4126

b.咽頭扁桃では, R-0.21958

C.舌扁桃では　　R-0.93215

と,各扁桃組織において,全てその相関は有意では

なかったが,口蓋扁桃における年令と　RSH　と

Non-heme Fe　との重相関係数の検定の数値は,

F分布表5%の数値に可成り近いものであった。

Table 2. Chronological differentiation of the levels of thiol compound and iron

in palatine tonsils

T h iol C om pound (mg% ) Iron (mg% )

A ge 寸 S H G S H G S S G T otalFe H em e Fe Non-hem e Fe

0 - 15 y s(17 c ases) 102 .1± 8 .9
7 0 .9± 9 .3 3 .7±3 .0 5 .69±3 .0 0 3 .64±2 .84 2 .05± 1.0 2

16 - 30 y s( 8 c ases) 9 2 .0±15 .3 66 .4±15 .8 3 .4±3 .1 4 .11± 1 .59 2 .25±0 .84 1 .86±O .i

0 てer 3 19 c a孟 90 .8± 22 .3
7 1 .0±19 .5 3 .8±4 .1 6 .09 ±3 .23 3 .36±3 .9 1 2 .73± 1 .7.:

T マ去芸c a ses) 96 .7±16 .2 6 8 .1±14 .5 3 .7 ±3 .4 5 .4 3±2 .90 3 .24±2 .9 6 2 .18± 1 .30

-
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III　口蓋肩桃疾患におけるSH化合物と

鉄との関連性について

口蓋扁桃疾患を,急性扁桃炎,慢性扁桃炎,病巣

扁桃,口蓋扁桃肥大症の四群に大別して, SH化合

物および鉄の各成分の含有量をそれぞれ集計し,そ

の平均値で示したのがTable　3である.

まず個々の値を前報告1)2)と比較しながら検討し

てみると, SH化合物については,僅か2例ではあ

るが,急性扁桃炎群において　TSH, GSH,

GSSG　ともにその含有量がや、低下する傾向を示し,

前報告1)とや,異なるが,他三群については前報告1)

と同様に, TSH, GSH, GSSG　ともに大きな変動を

示さず,また鉄についても, TotalFe　と　Heme

Fe　の含有量は急性扁桃炎群,慢性扁桃炎群,病巣

扁桃群,口蓋扁桃肥大症群の順で漸次増加し, Non-

heme Feの含有量も,急性扁桃炎群,慢性扁桃炎

秤,病巣扁桃群の順に増加し,口蓋扁桃肥大症群の

み低下し,前報告2)と同じ傾向を示した。

さて,こ,でこれらの疾患におけるSH化合物

と鉄の各成分の関連性を検討してみると(急性扁桃炎

群については,僅か2例のため,計算不能)。

(1) TSH　と　Non-heme Fe　との(早)相関は,

a.慢性扁桃炎群, γ-0.09505

b.病巣扁桃群, γ-0.40494

C.口蓋扁桃肥大症群, γ--0.23845

と,各疾患群において,その相関は全て有意ではな

か蝣->--。
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(2) RSH　と　Non-heme Feとの(早)相関は,

・‥慢性扁桃炎群, r--0.04286

b.病巣扁桃群, γ--0.50551

C.口蓋扁桃肥大症群, γ-0.23218

と,やはり,各扁桃疾患群において,その相関は全

て有意ではなかった。

Ⅳ　炎症状態別にみた口蓋届桃のSII化合物

と鉄との関連性について

ここでは,扁桃摘出時の扁桃の炎症状態を中心に

口蓋扁桃疾患を炎症期,間歓期,無炎症期の三群に

分類しなおして, SH化合物と鉄の各成分の含有量

をそれぞれ集計し,その平均値で示し,再検討した

(Table　4 0

まずSH　化合物についてみると, TSH　の含有

量は炎症期でや、低下し, GSH　の含有量は大きな

変動を示さず, GSSGの含有量は炎症期でや,低下

し,前報告1)とほぼ同じ傾向を示し,鉄についても

無炎症期でTotal Fe　と　Heme Feの含有量が増

加し, Non-heme Feの含有量が減少すると云う前

報告2)と同じ傾向を示した。

そこで, SH化合物と鉄の各成分の関連性を検討

してみたが,

(1) TSH　と　Non-heme Fe　との(早)相関係数は,

a.炎症期　γ-0.25283

b.間歓期　γ-0.52216

C.無炎症期　γ--0.23845

(2) RSH　と　Non-heme Feとの(早)相関係数は,

Table 3. The levels of thiol compound and iron in palatine tonsils according to the

classification of tonsilar diseases

T h io l C o m p o u n d <m g% ) Iron (m B% )

T S H G S H G S S G T ota l F e H em e F e N on-hem e Fe

A cute

T on sillitis

( 2 ca ses)

C h ro n ic

T on sillitis

(17 ca ses)

F (、Ca l

T o nsil

( 5 ca ses)

H yp ertro ph ied

T o nsil

(10 ca ses)

8 5 .4±21 .3

9 6 .3±16 .3

3.2±20 .6

99 .1±10 .3

6 5 .1±15 .5

71 .7±12 .8

67 .2±22 .7

67 .5± 10 .2

1 .3±0 .4

3 .9±2 .9

2 .7±3 .3

4 .1±4 .0

3 .25 ±0 .35

4 .54 ±1 .62

5 .68 ±1 .95

7 .24 ±4 .08

1 .22±0 .6 6

2 .29±1 .6 8

2 .80±1 .8 0

5 .49±4 .0 0

2 .0 3±0 .3 1

2 .25±1 .0 1

2 .J ±2 .2 1

1.75±1 .05

T o ta l

(34 ca se s)
96 .7±16 .2 68 .1± 14 ▼5 3 .7+ 3 .4 5 .4 3±2 .90 3 .24±2 .9 6 2 .18±1 .30
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a・炎症期　r--0.21007

b.間歓期　γ-0.12420

C.無炎症期　γ-0.23218

と,全てその相関は有意ではなかった。

V　口蓋鳥桃の肥大度と鳥桃組織中の

SH化合物と鉄との関連性について

口蓋扁桃の肥大度をMackenzieの分類にしたが

い,第I-III度群に分類し, SH化合物と鉄との各

成分の含有量をそれぞれ集計し,その平均値で示し

たのがTable　5である。

これを前報告1)2)を参照して検討してみると, SH

化合物については, TSH　とGSHの含有量が第I

度肥大群で低下し, GSSGの含有量は三群ともにほ

ぼ一定の値を示し,前報告1)とほぼ同じ傾向を示し,

鉄については, Heme Feの含有量は第II度肥大群

のみや,増加し,前報告2)と同じ傾向を示したが,

Total Feの含有量は第III度肥大群で他二群に比L

や,低下し, Non・heme Feは肥大度を増すほど漸

次その含有量を減少する傾向を示し,前報告2)とは

や、異なる傾向を示した。

そこで,口蓋扁桃の肥大度とSH化合物と鉄の各

成分の関連性を検討してみた。

(1)口蓋扁桃の肥大度を考慮に入れたTSH　と

Non-heme Fe　との偏相関は, γ-0.16319　と,

その相関は有意ではなく,ノ口蓋扁桃の肥大度と

TSHとNon-heme Feとの重相関は, R-0.26038

と,やはりその相関は,有意ではなかったo

(2)口蓋扁桃の肥大皮を考慮に入れたRSH　と

Non-heme Fe　との偏相関は, r--0.03945と,

その相関は有意ではなく,口蓋扁桃の肥大度と

RSHとNon-heme Feとの重相関は,R-0.40298

と,やはりその相関は有意ではなかったが,この

重相関係数検定数値は, F分布表5 %の数値に可

classification of inflammatory stages of tonsils

-
T h io l C o m p o u n d (mg% ) Iro n (m g% )

T S H G S H G S S G T o ta l F e H e m e F e N on-hsn e F e

In flam m a tory

S tage
(17 c ases)

In term itte n t

S ta g e

( 7 c a ses)

N 0 nーin fla m m a tory

S ta g e

(10 ca se s)

91 .9±18 一8

105 .0 ±11 .4

}.l±10 .3

68 .6±18 .2

7 5 .0± 4.9

6 7 .5±10 .2

2 .7±2.8

5 .2 + 2 .8

4 .1±4 .0

4 .73±1.77

4 .53± 1.69

7 .24±4 .08

2 .25±1.64

2 .4 3±1.79

5 .49±4 .00

2 .47±1.40

2 .10±1.19

1 .75±1.0 5

T otal
(34 case s)

9 6 .7±16 .2 6 8 .1±14 .5 3 .7 + 3 .4 5 .4 3±2.90 3 .24±2.96 2 .18± 1.3 0

Table 5. The levels of thiol compound and iron in palatine tonsils according to the

classification of hypertrophied grades of tonsils

T h io l C om p o u n d Iro n (mg % )

T S H G S H G S S G T o ta l F e H em e F e N on-hem e F e

G ra d e I

( 7 ca se s)
81 .6±19 .5 60 .8±16 .1 3 .8±2 .7 5 .28± 1 .99 2 .75±1 .65 3 .53±2 .0 2

G ra d e II

(2 1 ca se s)
100 .1± 13 .1 73 .6±13 .5 3 .5±3 .7 5 .7 5±3 .10 3 .56±3 .2 1 2 .19±1 .0 7

G ra d e III

( 6 ca se s)
102 .7± 9 .9 67 .4± 7 .8

3 .9±2 .7 4 .4 5±2 .84 2 .70 + 3 .13 1 .76±0 .6 7

T ota l

(34 ca監S)
96 .7±16 .2 3.1± 14 .5 3 .7±3 .4 5 .4 3±2 .90 3 .24±2 .9 6 2 .18± 1 .3 0

Table 4. The levels of thiol compound and iron in palatine tonsils according to the
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成り近いものであった。

Ⅵ　血中ASO価と届桃組織中における

SH化合物と鉄との関連性について

術前の患者の血中ASO価により,正常値群(ASO

価250単位以下),高値群(251-2500単位),著明な

高値群(2501単位以上)の三群に大別して,摘出扁

桃組織中のSH化合物と鉄の各成分の含有量をそれ

ぞれ集計し,その平均値で示したのがTable6である。

まずSH化合物についてみると, TSH, GSH,

GSSG　ともに大きな変動を示さず,前報告1)とほぼ

同じ傾向を示し,鉄についてみると, TotalFe含

有量は高値群でや,低下し, Heme Fe　含有量は

正常値群,著明な高値群,高値群の順に低下し,

Non-heme Fe含有量は著明な高値群のみや,増加

し,やはり前報告2)とほぼ同じ傾向を示した。

そこで,この血中ASO価の変動と　SH化合物

と鉄の各成分との関連性を検討した。

(1)血中ASO価を考慮に入れたTSH　と　Non-'

heme Fe　との偏相関は, γ-0.13192と,その相

関は有意ではなく,血中ASO価と　TSH　と

Non-heme Fe　との重相関は, R-0.07559　と,

その相関は有意ではなかった。

(2)血中ASO価を考慮に入れたRSH　と　Non-

heme Feとの偏相関はr--0.11259と,その

相関は有意ではなく,血中ASO価とRSH　と,

Non-heme Fe　との垂相関は, R-0.14504　と,

やはりその相関は有意ではなかった。

以上,同一患者の扁桃組織中の酸化還元系物質につ

いて, SH化合物についてはTSH, GSH, GSSG,

RSH　を,鉄についてはTotalFe, Heme Fe,
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Non-heme Fe　をそれぞれ測定算出し,まず個々の測

定値・算出値を前報告1)2)と比較しながら検討すると,

SH化合物については,

(1)幼年群でTSH　の含有量が他二群に比Lや,高

い(前報告1) :壮年群のみや,低下),

2)僅か2例ではあるが,急性扁桃炎群で, TSH,

GSH　ともにその含有量が低下する傾向を示す(節

報告l) :TSH, GSH　ともに他群とほぼ同じ水準)

鉄については,

(1) Non-hemee Fe　の含有量は,咽頭扁桃に少な

く,口蓋扁桃と舌扁桃では,ほぼ同じ水準にある

(前報告2) :舌扁桃のみにて低下),

(2) Total Feの含有量は,第Ill度肥大群にて他二

群より低下する(前報告2) :第II度肥大群のみ高

値),

(3) Non-heme Feは肥大度を増すほど,漸次その

含有量を減少する傾向あり(前報告2) :肥大度と

関係なく一定),

と,それぞれ二,三の異なる傾向を認めたが, SH

化合物については,前報告1)の傾向と大差なしと云

い得ると思われる。

鉄については,別表にみるごとく,その測定値に

可成りの動揺が認められる。これは,扁桃のように

脱血の困難な組織では,血液混入により,ある程度

止むを得ないとも考えられる。そこでNon-heme

Fe　量が重要となって来るわけであるが, Non-

heme Feの測定には現在のところ確固たるものか

なく,測定操作中のヘモグロビン分解によるHeme

Fe　のNon-heme Feへの混入が可成りあると云

われている。

つぎに,同一患者扁桃組織中の酸化還元系物質,

すなわちSH　化合物と鉄の各成分の関連性の検討

Table 6. The levels of thiol compound and iron in palatine tonsils according to the

classification of ASO-levels in serum

T h io l C o m p o u n d (m e% ) Iro n (m p-% )

T S H G S H G S S G T o ta l F e H em e F e N on-hem e Fe

U n der 250 u .
(24 ca ses)

9 5 .8 ±17 .1 70 .8 ±16 .3 3 .7 ±3 .5 5 .86 ±3 .14 3 .69 ±3 .29 2 .17 ± 1.3 6

251 - 2500 u .

( 6 ca ses)
99 .6 ±11 .8 66 .9 ± 9 .3 2 .9 ±3 .0 3 .7 1± 1 .75 1 .6 8 ±1 .53 2 .03 ±0 .3 3

O v er 2501 u .

( 4 c ase s)
98 .3 ±16 .0 69 .0 ± 4 .4 4 .7 ±2 .9 5 .39 ± 1 .52 2 .8 7 ±1 .20 2 .52 ± 1 .3 1

T otal
(34 c ases) 9 6 .7 ±16 .2 68 .1±14 .5 3 .7 ±3 .4 5 .43 ±2 .90 3 .24 ±2 .96 2 .18 ± 1 .30
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Fig. 1. Redox relationships between glutathione, vitamin C and iron

であるが, Fig. 1にみるごとく,酸化還元系でglu

tathioneに対応する鉄の成分はNon-heme Fe

で,これがさらにF♂+と　Fe+十+に分割して測定され

得るとすれば, GSH　とGSSG　との対応が検討出

来るわけであるが,現在このNon-heme Fe　をさ

らに定量的に分析する方法はないので, Non-heme

Fe　と　TSH　との関連性ならびにNon-heme Fe

とRSH　との　関連性を検討したわけであるが,各

扁桃組織における(単)相関,年令との偏相関と重相

関,各口蓋扁桃疾患における(早)相関,炎症状態別

にみた時の各期における(早)相関,口蓋扁桃肥大症

との偏相関と重相関,血中ASO価との偏相関と重

相関など,全てその相関は有意ではなかった。

しかしながら,口蓋扁桃組織におけるRSH　と,

Non-heme Feと患者年令との重相関ならびに口蓋

扁桃肥大度と　RSH　と　Non-heme Fe　との重相関

は, 5%の有意水準で否定されたと云うものの,そ

の検定数値はF分布表5%の数値に極めて近いもの

であった。このことは,扁桃組織中における蝣RSH,

すなわちglutathione以外のSH化合物が,これ

は前報告1)にても述べたごとく,決して単一のもの

ではなく, cysteine　をはじめ種々の物質が含まれて

いると思われるが, Jesenovecら24)が種々の疾患に

て重要な動きを示すと指摘するごとく,扁桃の機能

に関しても重要なか、わりを持っていることが示唆

msa

まとめ

扁桃の機能を解明する一助として,扁桃組織中の

酸化還元系物質のうち, SH化合物と鉄とをとりあ

げ,同一扁桃組鰍こついて, SH化合物としては,

蝣IE

酵素光学的定量法および此色法(DTNB)法にて稔

glutathione　量,還元型glutathione量,酸化型

glutathione量,稔SH化合物量:, glutathione以

外のSH化合物量を,鉄としては, bathophena-

nthroline　法および0-phenanthroline法にて,紘

鉄量, -ム鉄量,非-ム鉄量をそれぞれ測定算出し,

個々の変動を前報告と比較検討するとともに,非-

ム鉄量と稔glutathione量ならびにglutathione

以外のSH　化合物量との関連性を諸臨床所見との

関連性をも含めて検討した。

まず個々の変動について, SH化合物各成分は前

報告の傾向と大差なく,鉄各成分は,二三の異なる

傾向を認め,これは組織内の各鉄成分の測定法との

関連性が検討された。

非-ム鉄量と稔glutathione量との関連性ならび

に非-ム鉄量とglutathione以外のSH化合物量

との関連性について,各扁桃姐軌こおける(単)相関,

年令との偏相関と重相関,各口蓋扁桃疾患における

(早)相関,炎症状態各期における(早)相関,口蓋扁

桃肥大度との偏相関と重相関,血中ASO価との偏

相関と重相関は,全て有意ではなかったが, glu-

tathione以外のSH化合物量と非-ム鉄量とが,

口蓋扁桃組織における年令との重相関および肥大度

との重相関の検討で,その検定数値が有意水準のそ

れに短く近似していたことは興味深く,このglutathione

以外のSH化合物の重要性にも言及した。
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Relation between thiol compounds and irons in tonsils
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In the series of investigation on the function of tonsils, the authors have reported in details

on the individual redox substances in tonsilar tissue. In this study, the relationship between
each component has been discussed. Total glutathione, reduced glutathione, oxidized glutathione,
total thiol compounds and the thiol compounds except glutathione are detected by the enzyme-

spectrophotometrical method and the DTNB colorimetry, and total iron, heme iron and non-heme
iron are determined by the bathophenanthroline method and the O-phenanthroline method in the

same tonsilar tissues. The individual fluctuations of those measured are compared with those
which have been previously reported, and, the sequences between non-heme iron and total
glutathione or the thiol compounds except glutathione are evaluated in relation with the clinical

findings.
Regarding the individual fluctuations, the tendency of each thiol compounds is similar to

those at the previous report, however, the different attitude which is concerned to the detective
method of those in the tissues was found in the iron component.

For the quantitative relationship between non-heme iron and total glutathione, and between
non-heme iron and the thiol compounds except glutathione, the correlation in each tonsilar
tissue, the partial and multiple correlation with ages, the correlation in each disease of

palatine tonsils, the correlation in various stage of inflammation, the partial and multiple
correlation with the hypertrophied degree of palatine tonsils, or the partial and multiple

correlation with blood ASO titers are all insignificant at the level of 10% in the correlation
and the partial correlation, and 5% in the multiple correlation, however, the level of the thiol
compounds except glutathione and the level of non-heme iron in the palatine tonsils existed

close relation in the multiple correlation with ages, also in the multiple correlation with the
hypertrophy of palatine tonsils, and furthermore, it is referred to the importance of the thiol

compounds except glutathione.


